
５
月

25・

27日
、
県
本
部

は
統
一
要
求
を
提
出
、
要
請

（
ｗ
ｅ
ｂ
で
の
要
請
含
む
）

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
一
部
単
組
は
６

月
に
要
請
を
実
施
し
ま
す
。

〔
文
責
：
県
本
部
〕

【
Ａ
市
】
時
間
管
理
は
よ
り

適
正
な
把
握
の
方
法
が
必
要
。

特
に
管
理
職
の
時
間
管
理
が

課
題
。
昨
年
初
め
て
全
職
員

へ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
会
計
年
度
職
員

は
職
種
も
多
く
制
度
が
複
雑

化
し
人
事
担
当
も
悩
ん
で
い

る
。
《
組
合
》
会
計
年
度
職

員
の
期
末
手
当
（
東
予
４
市

は
年
２
・
０
月
）
は
早
急
に

引
上
げ
を
。
【
Ｂ
水
道
】
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
人
員
が
回
っ

て
い
る
。
同
時
期
に
災
害
が

発
生
し
た
ら
対
応
で
き
る
の

か
不
安
が
あ
る
。
《
組
合
》

水
道
職
場
の
人
員
増
を
。

【
Ｃ
市
】
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
は
総
務
省
通
知
に

も
と
づ
き
特
別
休
暇
で
対
応
。

コ
ロ
ナ
関
係
で
の
業
務
増
に

各
部
か
ら
応
援
。
《
組
合
》

男
性
の
育
休
は
積
極
的
に
推

進
を
。
【
Ｄ
市
】
コ
ロ
ナ
関

係
業
務
で
土
日
祝
日
に
対
応

し
た
場
合
、
一
般
職
は
時
間

外
手
当
、
管
理
職
は
特
勤
手

当
を
支
給
。
男
性
育
休
取
得

は
毎
年
１
人
程
度
、
取
得
者

に
新
採
研
修
で
経
験
談
を
話

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
新
採

募
集
年
齢
を

33歳
に
引
き
上

げ
た
。
【
Ｆ
市
】
初
任
給
は

国
準
拠
。
初
任
給
よ
り
働
く

環
境
改
善
が
大
事
と
考
え
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
で
特
定

部
署
は
負
担
が
増
し
て
お
り
、

体
調
不
良
訴
え
る
職
員
も
出

て
い
る
。
管
理
職
の
長
時
間

労
働
は
課
題
、
昇
任
意
欲
に

も
問
題
が
出
る
。
《
組
合
》

市
全
体
と
し
て
コ
ロ
ナ
に
立

ち
向
か
う
た
め
の
意
思
統
一

と
体
制
確
立
を
。
【
Ｇ
市
】

初
任
給
は
今
年
度
も
引
き
上

げ
た
。
高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接

種
予
約
で
の
ク
レ
ー
ム
対
応

に
時
間
と
ら
れ
た
。
再
任
用

は
希
望
ど
お
り
対
応
し
フ
ル

タ
イ
ム
が
ほ
と
ん
ど
。
定
年

引
上
げ
で
の
新
採
の
計
画
的

採
用
が
必
要
。
出
産
に
伴
う

休
暇
取
得
な
ど
が
進
ん
で
お

り
、
男
性
育
休
は
徐
々
に
増

え
る
と
思
う
。
【
Ｈ
町
】
初

任
給
・
賃
金
・
ラ
ス
は
県
市

に
比
べ
低
く
優
秀
な
人
材
確

保
へ
検
討
す
る
。
長
時
間
労

働
は
非
常
に
危
惧
、
改
善
に

は
マ
ン
パ
ワ
ー
増
し
か
な
い
。

女
性
活
躍
推
進
は
子
ど
も
が

少
な
い
町
の
重
要
課
題
。
会

計
年
度
職
員
は
フ
ル
タ
イ
ム

を
基
本
に
し
、
雇
止
め
な
ど

は
な
い
。
《
組
合
》
男
性
の

育
休
取
得
、
短
期
間
取
得
も

周
知
し
取
り
や
す
い
制
度
に
。

【
Ｉ
市
】
会
計
年
度
職
員
の

意
向
調
査
し
、
財
源
は
確
保
。

基
本
雇
止
め
は
な
い
。
コ
ロ

ナ
対
応
で
応
援
職
員
を
送
り

業
務
を
平
準
化
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
も
全
庁
挙
げ
て
応
援

職
員
を
送
っ
た
。
職
員
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
の
休
暇
取
得

等
通
知
は
出
す
。
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
時
差
出
勤
の

勤
務
パ
タ
ー
ン
を
６
種
設
定
。

再
任
用
は
希
望
す
れ
ば

65歳

ま
で
フ
ル
・
短
時
間
を
選
ん

で
働
き
続
け
ら
れ
る
。

（１） 第５３３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 ６月２０日

第 ５３３ 号

日 程

【６月】

20 県本部保育部会幹事会

平和行進香川へ引き継ぎ

23 南予総支部代表者会議

26 県本部女性部幹事会

自治労連賃金講座（web）

いのちと健康を守る中四

国Ｂセミナー（web併用）

28 西予市職労定期大会

【７月】

１ 自治労連全国代表者会議

（神奈川・web併用～2）

３ 自治体にはたらく女性の

全国交流集会in 長野（web）

いのちのとりで裁判愛媛

総会

９ 伊予市職労定期大会

久万高原町職定期大会

10 自治体学校in 宇都宮

（～11）

17 県本部第80回定期大

会（松山・web併用）

【８月】

22 自治労連定期大会

（web～23）

１．国家公務員の定年引上げ（ポイント）

（１）定年の段階的引き上げ

○ 2023年度4月から2年ごとに定年を１歳ずつ引上げ、

2031年度から65歳定年制へ

○ 現行の60歳定年退職者の「再任用制度」は廃止

（2030年度までは経過措置として「再任用制度」を存置）

（２）役職定年制

○ 管理監督職の職員は、60歳の誕生日を迎えた年度中に、管

理監督職以外の官職へ異動させる。

（３）60歳に達した職員の給与

○ 60歳に達した以降の４月１日から、適用される俸給表の

級・号俸に応じた額の7割とする。

（役職定年により降任・降給を伴う異動をした職員は、

移動前の俸給月額の７割水準）

（４）60歳以後、定年前に退職した者の退職手当

○ 60歳に達した日以降に定年前の退職を選択した場合、

当分の間、「定年退職」として退職手当を算定。

○ 俸給表の減額改定以外の理由で俸給月額が減額されたこと

がある場合には「ピーク時特例」を適用。

※60歳以後に退職した場合の「ピーク時特例」

減額前給与月額×減額日前日までの勤務期間に応じた支給率＝Ａ

退職時給与月額×（退職時までの勤務期間に応じた支給率－

減額日前日までの勤務期間に応じた支給率）＝Ｂ

退職手当基本額＝Ａ＋Ｂ（勤続35年の支給率上限到達は変わらず）

（５）「定年前再任用短時間勤務制度」の導入

○ 60歳に達した日以降、定年前の退職を選択した職員の希望

により、短時間勤務の官職（65歳まで）に採用できる。

医療従事者等に該当す

る者(注)

左表に該当しない者

（医療従事者等以外の地方公務員等）

服務の取扱い

『職務』に関する取扱

いで差し支えない（５

月12日：総務省事務連

絡）

常勤職員・非常勤職員を問わず、接種

等に要する時間について「職務専念義

務の免除」とできる（５月27日：総務

省通知）

副反応

(健康被害)が

生じた場合

の取扱い

基本的には、右表と同

様の取扱い。

ただし、重い副反応が

生じた場合には公務災

害補償の対象となりま

す。参考）公務遂行性

を認め、公務災害補償

制度における取り扱い

とする（４月22日：地

方公務員災害補償基金

事務連絡）

新型コロナワクチン接種に伴う副反応

かどうかにかかわらず、職員に発熱等

の風邪症状が見られる場合で、「勤務

しないことがやむを得ない」と認めら

れる場合には、一般職の国家公務員の

取扱いを踏まえて、各地方公共団体に

おいても常勤職員・非常勤職員を問わ

ず、有給の特別休暇とする（５月12日：

総務省通知）→この特別休暇とする取

扱いに加え、常勤職員・非常勤職員を

問わず、公務の運営に支障のない範囲

内で「職務専念義務を免除」すること

についても、適切に対応いただきたい

（５月27日：総務省通知）

職員への周知

今般の取扱いについては、適切な方法

により、職員に広く周知いただきたい

（5月12日：総務省通知）

（注）医療従事者等…新型コロナウイルス感染症患者（新型コロナウイルス感染症

疑い患者を含む）に直接医療を提供する施設の医療従事者等

（新型コロナウイルス感染症患者の搬送に携わる救急隊員等

及び患者と接する業務を行う保健所職員等を含む）

２．地方公務員の定年引上げにともなう法および条例上の根拠整備

① 定年引上げの時期と定年年齢 … 「定年に関する条例」の改正が必要

② 役 職 定 年 制 … 「地方公務員法」の改正で制度創設 ⇒6/4可決成立

③ 60歳に達した職員の給与 … 「給与条例」の改正が必要

④ 60歳以降退職の定年扱い … 「退職手当条例」の改正が必要

⑤ 退職手当の「ピーク時特例」 … 現行「退職手当条例」に制定済み、記載なき場合は制度創設が必要

⑥ 定年前再任用短時間勤務制度 … 「地方公務員法」の改正で制度創設 ⇒6/4可決成立



西
予
市
職
労
は
５
月

24日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

18人

が
出
席
。
定
期
大
会
を
控
え
、

開
催
方
法
と
日
程
に
つ
い
て

協
議
。
慎
重
に
判
断
す
べ
き

と
の
見
解
に
至
っ
た
た
め
、

今
年
度
も
書
面
決
議
に
よ
り

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
。
そ

の
ほ
か
、
夏
季
要
求
に
関
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
な
ど

協
議
。
ま
た
新
規
採
用
職
員

の
対
象
者
全
員
の
組
合
加
入

に
よ
り
昨
年
度
末
の
組
合
員

数
か
ら
純
増
と
な
っ
た
こ
と
、

こ
れ
ま
で
の
要
求
活
動
に
よ

り
職
場
環
境
が
改
善
さ
れ
た

こ
と
、
医
療
職
場
で
職
員
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、

多
少
の
副
反
応
が
見
ら
れ
る

こ
と
な
ど
を
報
告
。
各
部
会

か
ら
の
報
告
で
は
、
医
療
部

会
定
期
総
会
を
実
施
、
各
部

会
の
定
期
大
会
を
検
討
中
、

な
ど
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
５
月

24日
、
執
行
委
員
会
を
開
催

し
７
人
が
参
加
。
は
じ
め
に

新
採
職
員
の
組
合
加
入
状
況

に
つ
い
て
佐
野
委
員
長
か
ら

「
感
染
拡
大
に
よ
り
組
合
説

明
会
の
開
催
を
見
送
り
個
別

対
応
し
加
入
し
て
も
ら
え
て

い
る
」
と
報
告
が
あ
り
、
そ

の
上
で
「
声
か
け
で
き
て
い

な
い
病
棟
も
あ
り
、
感
染
状

況
も
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
組
合
説
明
会
を
設
定

し
た
い
」
と
提
案
。
検
討
の

結
果
、
６
月
中
旬
昼
休
み
・

夕
方
で
の
説
明
会
を
設
定
。

役
員
か
ら
「
組
合
加
入
で
は

必
ず
組
合
費
と
の
費
用
対
効

果
の
返
答
が
く
る
。
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
」

な
ど
質
問
が
出
さ
れ
、
執
行

委
員
が
様
々
な
知
恵
や
ア
イ

デ
ア
を
出
し
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
定
期
大
会
の
書
面

開
催
を
了
承
、
準
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

久
万
高
原
町
職
は
５
月

19

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

４
人
が
参
加
。
経
過
報
告
の

あ
と
、
課
題
で
は
県
本
部
統

一
要
求
の
提
出
と
年
間
組
合

活
動
日
程
表
の
作
成
に
つ
い

て
議
論
。
統
一
要
求
時
の
町

職
参
加
対
応
と
あ
わ
せ
て
、

病
院
で
の
課
題
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
病
院
職
場
で
の

単
組
要
求
書
を
提
出
し
、
懇

談
を
申
し
入
れ
る
こ
と
を
確

認
。
ま
た
定
年
年
齢
引
上
げ

に
つ
い
て
も
資
料
を
も
と
に

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
新
採

加
入
で
は
、
病
院
は
「
新
採

職
員
が
い
な
か
っ
た
が
未
加

入
者
の
名
簿
を
作
成
し
声
か

け
す
る
」
こ
と
を
確
認
。
定

期
大
会
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
収
ま
っ
た
頃
に
開

催
す
る
と
し
て
お
り
、
７
月

９
日
開
催
を
前
提
に
準
備
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
平
和
行
進
の
日
程
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
、
飲
食

店
見
回
り
対
応
に
つ
い
て
も

情
報
交
換
し
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は
５
月

19

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

８
人
が
参
加
。
県
本
部
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
各
単
組
で
工

夫
し
組
織
拡
大
が
進
ん
で
い

る
こ
と
、
水
道
労
組
役
員
は

未
加
入
者
に
組
合
の
必
要
性

な
ど
を
伝
え
て
組
合
加
入
を

呼
び
か
け
、
加
入
が
あ
っ
た

と
報
告
。
今
後
の
と
り
く
み

で
は
、
単
組
独
自
要
求
書
提

出
を
検
討
し
、
「
人
員
問
題
」

「
時
間
外
勤
務
」
の
職
場
状

況
を
理
事
者
に
伝
え
る
こ
と

を
確
認
。
「
組
合
員
に
時
間

外
勤
務
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

実
態
を
把
握
す
れ
ば
、
組
合

も
状
況
把
握
で
き
、
交
渉
の

資
料
に
も
な
る
」
な
ど
意
見

交
換
を
行
い
、
執
行
委
員
会

で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
時
間

外
勤
務
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
時
間
外
勤
務
の
実
態
と

未
払
い
の
有
無
に
つ
い
て
早

急
に
調
査
す
る
こ
と
を
決
め
、

次
回
執
行
委
員
会
で
の
集
約

を
確
認
し
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
５
月

27日
、

三
役
会
議
を
開
催
し
５
人
が

参
加
。
定
期
大
会
に
向
け
た

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
コ
ロ

ナ
の
状
況
に
よ
り
集
ま
っ
て

の
開
催
も
検
討
し
て
い
た
が
、

今
年
度
も
書
面
開
催
と
す
る

こ
と
を
決
め
、
６
月

15日
に

役
員
が
集
ま
り
採
決
確
認
し
、

結
果
は
組
合
ニ
ュ
ー
ス
で
伝

え
る
こ
と
を
確
認
。
参
加
者

か
ら
「
職
場
の
組
合
員
が
新

入
職
員
へ
声
を
か
け
組
合
加

入
が
あ
っ
た
」
「
今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
交

流
会
や
レ
ク
が
全
く
で
き
な

か
っ
た
。
職
場
懇
談
会
を
開

催
し
、
待
遇
改
善
へ
学
習
会

も
予
定
し
て
い
た
の
に
中
止

と
な
っ
た
。
来
年
度
の
活
動

方
針
へ
盛
り
込
み
組
合
の
動

き
を
つ
く
り
た
い
」
「
内
子

社
協
の
介
護
職
場
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
行
い
、
職
場
の
状

況
を
聞
く
と
と
も
に
組
合
の

こ
と
な
ど
伝
え
る
」
な
ど
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

５
月

29日
「
四
国
保
育
団

体
合
同
研
究
集
会
（
四
国
合

研
）
」
が
ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
四
国
合
研
は
２

年
に
１
回
開
催
し
て
お
り
、

本
来
な
ら
昨
年
香
川
県
で
開

催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
延
期
さ
れ
、
今
年
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
で

３
１
７
人
の
参
加
が
あ
り
、

県
内
単
組
か
ら
も

30人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。
実
行
委

員
長
あ
い
さ
つ
、
保
育
士
さ

ん
の
手
遊
び
紹
介
に
続
き
、

記
念
講
演
「
生
ま
れ
つ
き
悪

い
子
な
ん
て
い
な
い
～
奈
良

刑
務
所
絵
本
と
詩
の
教
室

～
」
と
題
し
作
家
・
寮
美
千

子
さ
ん
か
ら
話
が
あ
り
ま
し

た
。
講
演
を
聞
い
て
「
子
ど

も
た
ち
が
安
心
で
き
る
場
所
・

人
・
時
間
が
大
切
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
早
く
も
梅
雨
入
り
し
て
体

調
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
栄
養
の
あ
る
食
事

で
が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
５
月
中
旬
か
ら
の
梅
雨
入

り
は
想
定
外
に
早
く
、
２
カ

月
の
長
梅
雨
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
と
か
。
災
害
に
対
す

る
備
え
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
水
防
本
部
が
立

ち
上
が
る
事
態
に
な
ら
な
い

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
庭
に
ト
マ
ト
の
苗
を
子
ど

も
と
一
緒
に
植
え
ま
し
た
。

小
学
生
に
な
る
娘
は
毎
日
の

よ
う
に
水
を
や
り
、
観
察
し

て
は
絵
を
描
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
今
か
ら
実
が
な
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。
い
つ
く
ら
い
に
打

て
る
か
な
ぁ
。

（
伊
予
・
上
本
）

■
こ
の
お
た
よ
り
を
書
い
て

い
る
の
が
５
／

15沖
縄
復
帰

記
念
日
で
す
。
が
、
だ
か
ら

ど
う
し
た
と
い
う
感
じ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
、
沖

縄
復
帰
に
至
る
ま
で
に
、
全

国
の
自
治
体
の
仲
間
の
署
名

活
動
な
ど
、
多
大
な
尽
力
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
の
で

49年
前
の
先
輩
方
の
偉
業
を

か
み
し
め
た
く
思
い
ま
す
。

ニ
フ
ェ
ー
デ
ー
ビ
タ
ン
（
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）
。

（
西
予
・
山
里
）

■
５
３
１
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
は
夫
婦
で
頭
を
悩
ま
す
ほ

ど
難
し
か
っ
た
で
す
。

（
西
予
・
菊
地
）

■
新
垣
結
衣
ロ
ス
で
す
。

（
今
治
・
森
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３３号

２０２１年 ６月２０日

■
５
３
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
タ
ン
ジ
ュ
ン
メ
イ
カ

イ
」
（
単
純
明
快
）
で
し
た
。

正
解
は

11通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

長
谷
部
美
樹
（
今

治
）

源
琢
哉
（
西

予
）

岡
本
文
英
（
伊

予
）

菊
池
奈
緒
子
（
西

予
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
７
月

27日
【
発

表
】
５
３
５
号
（
８
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①平成の大合併まで宇摩地域にあった村

④「連続ドラマ」の略。

⑦他人の説や行動に同調。「付和○○○○」

⑧人気があってもてはやされている人。

○○○○の小説家

⑨人けのない寂しい山

【タテのカギ】

①白骨化したヒトの頭蓋骨を指す名称

②（英語）幸運・成功を祈る

③スズ○○、イモ○○、おじゃま○○

⑤1853年黒船・ペリー○○○○

⑥空を行く雲と流れる水。「○○○○流水」

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
７

文
字
で

、

新
居
浜
市
に

あ
っ
た

…
に
し
て

下
さ
い

。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


